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売上高・営業利益の推移

中期経営計画

 P29

財務ハイライト

 P105

沿革

https://www.scsk.jp/corp/history.html
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SCSKのあゆみ

SCSKは、2011年10月に住商情報システム（株）と（株）CSKの

2社が合併し誕生しました。両社は遡ること50年以上前に事業を

開始し、住商情報システム（株）は住友商事グループの一員とし

て、信頼感とグローバルサポート力を強みとして成長を遂げてき

ました。一方、（株）CSKは行動力や積極性を発揮し、独立系とし

て独自のポジションを築いてきました。

合併後は、拡大したサービス基盤を基に、ビジネスに必要なIT

サービスからBPOに至るまで、フルラインアップで提供し、

8,000社以上の顧客のさまざまな課題を解決しています。また、

「夢ある未来を、共に創る」を経営理念に掲げ、業務品質の向上や

事業の効率化など、成長のベースとなる収益基盤の整備と拡充に

取り組むとともに、働きやすく、やりがいのある会社を目指し、働

き方改革や健康経営の先進企業として業界をリードしています。

これらの取り組みは、安定した事業成長やITサービス業界で上位

の収益水準の実現といった成果につながっています。

※合併期日（2011年10月1日）以前の（株）CSKの数値は含まれていません。

住商コンピューターサービス株式会社
（後の住商情報システム株式会社）

● 1989年 東証第二部上場
● 1991年 東証第一部上場
● 2005年 住商エレクトロニクス株式会社と合併

1969年～ 1968年～

コンピューターサービス株式会社
（後の株式会社CSK）

● 1982年 東証第二部上場
● 1985年 東証第一部上場
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（FY2015-FY2019）
中期経営計画
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 P31

2011年
10月に

経営統合

SCSK株式会社
● 2019年 創立50周年
● 2021年 合併10周年
● 2022年 東証プライム市場に移行

2011年～
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価値創造ストーリー

SCSKのビジネス

● お客様の事業拡大を目的とした個社固有
のシステムを開発するため、コンサルテ
ィングからシステム開発、ITインフラ構
築といったシステム開発に関わるITサー
ビス全般を提供しています。

● お客様に必要なシステムの要件定義か
ら、必須機能の設計、アプリケーション
開発、システムを稼働させる環境の構築
や安定利用に向けた運用設計などを行っ
ています。

● サーバーやネットワーク機器といった
ITハードウェアやERP、CAEソリュー
ション、グループウェアといったソフト
ウェアの仕入れ・販売を行っています。

● 国内外のネットワークを駆使して新しい
商材を見出し、お客様のネットワーク環
境やセキュリティ環境に合わせた最適な
形での導入を支援しています。

● 導入後のシステムを、安全に、安定的に
稼働させるためのシステム監視や障害対
応といったITマネジメントサービスを
提供しています。

● この売上区分は、データセンタービジネ
スやコンタクトセンター、ECフルフィル
メントサービスといったBPOサービス、
検証サービスなどを含んでいます。

システム開発 システム販売保守運用・
サービス

SCSKグループの事業

売上区分別

広く社会を支えているさまざまなお客様のITニーズに、7つのサービスでお応えし続けるSCSKグループ。お客様との長年にわたる

パートナーシップの中で戦略や業務を熟知して、強固な信頼関係を築いています。

お客様 製造業 流通業 金融業 通信・運輸業 …

SCSKグループのフルラインアップサービス

BPO

ITハード・
ソフト販売

ITマネジメント

コンサルティング

システム開発

検証サービス

ITインフラ構築

ITインフラ最適化に向けたアセスメン
トからITインフラの設計・構築および
安定利用に向けた運用設計などを提供
します。

ITインフラ構築

長年培った経験、独自の検証理論、最新
の技術を駆使し、客観的なテストケース
に基づいたソフトウェアの評価・検証を
行います。

検証サービス

高品質が求められる SoR（System of 
Record）から迅速性が求められるSoE

（System of Engagement）まで、幅広
い開発ニーズに対応します。

システム開発

お客様の経営戦略に基づくIT戦略策定、
業務領域ごとのIT企画の立案、IT戦略
の実現までサポートします。

コンサルティング

お客様の業務の一部を一括して委託い
ただき、長年培ったノウハウを活かし専
門のスタッフがサポート。コンタクトセ
ンターやECフルフィルメントサービス
などを提供します。

BPO (Business Process Outsourcing)

セキュリティ、ネットワーク、サーバー・
ストレージ、ミドルウェア、CAD、解析・
CAEなどプロダクトの販売、構築、サ
ポートを提供します。

ITハード・ソフト販売

ITの安定稼働と継続性の実現に向け、オ
ンプレミスからクラウドまで、さまざま
なITシステムの保守運用と継続的改善
を行うITサービスマネジメントを提供
します。

ITマネジメント

電力・ガス業
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SCSKグループの優良な顧客基盤
SCSKグループは、フルラインアップのサービス提供を通じて

幅広い業界のITニーズに長年応え続ける中で、多様な業種にわた

る約8,000社のお客様と強固な信頼関係を構築しています。とり

わけ大企業を中心とする売上高上位200社のお客様との取引が、

2024年3月期の連結売上高に占める割合は8割を超えるに至って

おり、各業界をリードする主要なお客様から任される領域・規模

の拡大が持続的な成長の要因の1つとなっています。

今後も長年にわたって積み重ねてきたお客様との信頼関係を

活かし、共創を通じてお客様のビジネス変革を支援する戦略的IT

パートナーとして、さらなる関係強化に努めていきます。

ITサービス強化
● SCSKセキュリティ（株）設立
● SCSK RegTech Egde（株）設立
● ダイアモンドヘッド（株）と
 SCSKプレッシェンド（株）の合併
 （2024年10月予定）
● SCSKシステムマネジメント（株）にシステム
 運用業務を集約・移管（2024年10月予定）

検証サービス強化

ベリサーブ 
● （株）ベリサーブ函館設立

BPO強化
SCSK サービスウェア 
● （株）アイネットサポートを完全子会社化

コンサル
ティング

システム
開発

ITインフラ
構築

IT
マネジメント

検証
サービス

BPO

ITハード・
ソフト販売

サービス提供体制の強化
SCSKグループでは、各事業領域における技術力や営業力、サー

ビス拡充に向けて、子会社の設立やM&A、グループ内企業の再編

などを実行し、フルラインアップのサービス提供体制を強化して

います。

2023年4月に開始した中期経営計画の初年度である2024年3

月期においては、ITサービス強化の一環で、サイバーセキュリテ

ィ対策に特化した専門事業会社としてSCSKセキュリティ（株）

と、金融機関における金融犯罪防止対策を支援するAML(Anti-

Money Laundering)のスペシャリスト集団として、SCSK 

RegTech Edge（株）を設立しました。また、検証サービスや

BPOの強化に向けて、子会社の設立やM&Aを実行しています。

2024年10月には、CXサービスの強化を目指して、持分法適用

関連会社であるダイアモンドヘッド（株）とSCSKプレッシェンド

（株）の合併を予定しており、さらに、当社のシステム運用事業を

会社分割（簡易吸収分割）により、完全子会社であるSCSKシステ

ムマネジメント（株）に承継させることで、システム運用業務を同

社に集約・移管し、先鋭化することで競争力の強化を図っていく

予定です。

今後も、さらなるサービス提供体制の強化を進めることで、新

たな価値の創出を実現していきます。

新会社紹介

　SCSK RegTech Edge（株）は、為替取引分析業の許可を受けた金融犯
罪対策を支援する専門会社です。2004年からBankSavior®シリーズを中

https://scsk-re.co.jp/

心とするAMLソリューションを提供し、より実効性の高い
AML体制の構築に貢献しています。

　近年、IT技術の複雑化とサイバー攻撃の進化・増加により、企業のセキュ
リティリスクが増大しています。SCSKセキュリティ（株）は、このような課

https://scsksecurity.co.jp/

題に対応するため、先進的なセキュリティ技術と専門知識を
活用した高品質なサービス・サポートを提供しています。

 P81  P59

SCSKグループの
顧客基盤

約 8,000社

上位200社の
売上高占有率

80.3%
2024年3月期

80.3%

2012年3月期

70.9%

9.4pt
 UP!

連結売上高に占める上位200社の売上高占有率
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持続的な成長を支える基盤としての
マテリアリティ

 P19

価値創造ストーリー

価値創造プロセス

社会の課題を解決し、
持続的な事業成長を目指す

マテリアリティ
 P19

事業活動を支える5つの資本を利活用することで、
ダイナミックな事業を展開

ビジネスに必要なITサービスからBPOに至るまで、
フルラインアップで提供

Toward2030 第二期
中期経営計画

（FY2023-FY2025）

SCSKグループは、成長戦略としてサステナビリティ経営を推進しています。

経営理念を事業の起点として、マテリアリティの実現に取り組むことで、

事業を通じた社会課題の解決や新たな価値の創出を図り、

「2030年 共創ITカンパニー」を目指します。

事業活動22

経営資源 （インプット）  P1711
財務資本

自然資本

知的資本

社会関係資本

人的資本

持続的な成長を支える
堅固な財務基盤

地球環境に貢献する 
事業活動

優良な顧客基盤と
健全なバリューチェーン

多様なスキル・経験を持つプロフェッショナル人材
新たな価値を社会に提供し続けるWell-Being経営

社会や顧客の課題を 
解決する技術力

コンサルティング ITマネジメント

ITハード・ソフト販売

BPO

システム開発

検証サービス

ITインフラ構築  P13  P31

経営理念

 P1

私たちの使命

夢ある未来を、共に創る
お客様からの信頼を基に、
共に新たな価値を創造し、
夢ある未来を拓きます。
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サステナブルな社会の
実現への貢献

共創の企業文化

夢ある未来に共感しあえる
ステークホルダーとの共創を推進

 P59

社会との共創顧客との共創

経営資源の
充実・拡大
（アウトカム）

SCSKグループを取り巻く外部環境
技術のパラダイムシフト 社会課題・社会トレンド

事業を通じた社会課題の解決や
新たな価値の創出を継続的に実現

● 豊かな未来社会
● 安心・安全な社会
●  いきいきと活躍できる 

社会

● 収益の拡大
● 資本効率の向上
● 株主価値の増大

価値の創出33

 （参考）アウトプット ：P33／経営指標（財務・非財務）の進捗サマリー

社会価値 経済価値
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価値創造ストーリー

価値創造の源泉：SCSKの経営資源

持続的な成長を支える堅固な財務基盤 社会や顧客の課題を解決する技術力

財務資本 知的資本

● 親会社所有者帰属持分比率  64.1%

● ROE  14.1％

● 発行体格付  A+ 
 （（株）日本格付研究所による長期発行体格付）

● 成長投資総額 

 1,000億円/3年(中期経営計画)

● 課題解決に貢献するサービスメニュー 

 約500（製品・サービス数合計）

● SCSK独自の開発プラットフォーム S-Cred+ 

● SCSK開発標準 SE+

● R&D・事業開発投資額

 200億～300億円/3年(中期経営計画 成長投資）

多様なスキル・経験を持つプロフェッショナル人材
新たな価値を社会に提供し続けるWell-Being経営

人的資本

● 連結従業員数  16,296名 ● 主なプロフェッショナル人材 
 専門性認定者数  6,355名 コンサル・ビジネスデザイン人材  319名 
 高度PM人材  183名 先進技術者育成研修修了者  1,745名

SCSKは社会の変化やニーズを捉え、社会課題の解決に貢献することで成長してきました。

その歩みの中で、今日の強みの源泉となるさまざまな資本を積み上げてきました。

これら資本の戦略的な活用・増大を図り、さらなる価値創造を追求していきます。
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地球環境に貢献する事業活動 優良な顧客基盤と健全なバリューチェーン

自然資本 社会関係資本

● 再生可能エネルギー比率

 47.3％

● TCFD提言に基づく情報開示

● エネルギー効率の高いデータセンター

● 顧客基盤  約8,000社

● 都市圏パートナー企業 

 約650社（従事者  約12,000名）

● Coreパートナーとの連携

● 国内外に広がる強固な事業ネットワーク

人的資本

● 平均年間研修時間  64時間/人

● エンゲージメント 
  「働きやすい会社」ポジティブ回答  89.3% 
  「やりがいのある会社」ポジティブ回答  78.0%

● 人財投資額 
 100億～200億円/3年(中期経営計画 成長投資)

※2024年3月期実績
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価値創造ストーリー

SCSKのサステナビリティ経営

事業活動を通じて「3つの社会」を実
現することで、社会の課題を解決し、
持続的な事業成長を目指していきま
す。3つのマテリアリティは相互に
関連しあい、「ITの、つぎの、幸せへ。」
とつながります。

社会課題解決を通じた
持続的な事業成長

ESGを主軸にした取り組みを加速さ
せることで、SCSKグループの経営基
盤を盤石にすると同時に、上部に位
置する3つのマテリアリティの実現
に向けた基盤をつくっています。

持続的な
成長を支える基盤

ITというものが別の言葉で表現され
るようになるかもしれない未来にお
いても、SCSKグループが人々の幸せ
を支え、持続的に成長し続けること
を表しています。

ITの、つぎの、幸せへ。

SCSKグループのマテリアリティ

近年、気候変動問題への対応や顕在化された地政学リスクなど

により、急激な社会環境変化が生じ、社会課題の複雑化・深刻化

が進んでいます。企業には業種・業界を問わず、事業を通じて社

会課題を解決し、社会とともに持続的に成長する経営が求められ

ています。SCSKグループでは「夢ある未来を、共に創る」という

経営理念の実現に向けて、社会が抱えるさまざまな課題を事業視

点で評価し、社会とともに成長するために、特に重要と捉え、優先

的に取り組む課題をマテリアリティとして策定しました。

グループの成長戦略としてのサステナビリティ経営

SCSKグループは、経営理念「夢ある未来を、共に創る」の下、成長戦略としてサステナビリティ経営を推進しています。

事業活動が環境・社会に与える影響を継続的に評価し、その改善を進めることに加え、脱炭素や循環型社会の実現に向けた事業環境の

変化をチャンスと捉え、我々のコアコンピタンスを活用した新たな事業機会を獲得し、社会とともに持続的に成長する、社会が必要とす

る経済価値と社会価値の創出を目指します。

経営理念

経営理念の実践
マテリアリティ

目指す姿
グランドデザイン

2030 

中期経営計画
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価値創造を実現する戦略トップメッセージ 価値創造を支える基盤価値創造ストーリー データセクション

マテリアリティごとの主な取り組みの事例

マテリアリティ項目 主な取り組みの事例と実績 関連する
SDGs

● 詐欺の手口にスピーディーにそして柔軟に対応する総合口座取引モニタリングシステム
BankSavior®  P59

● IoTで地域や企業の課題解決をサポートするサブスクリプション型クラウドサービス CollaboView  P61

● SCSKの気候変動対応ビジネスへの取り組み「PERSEFONI」、「ZEBiT」、「EneTrack」  P63

● 質の高い医療サービスの提供を実現し、次世代ヘルスケアの創造に貢献「Dr2GO」

● クラウド型セキュリティ・ネットワークサービスで安全性の高い事業環境を迅速に提供「SASEソ
リューション」

● 将来の資産形成を推進し、一人ひとりに寄り添ったライフサポートを提供
 （職域向け資産形成プラットフォーム「資産形成ラウンジ　エフクリ」）

● デジタル技術の活用により地域創生・地域課題解決への取り組みを推進
 （SCSKニアショアシステムズ（株）、SCSK北海道（株）、SCSK Minoriソリューションズ（株））

● 温室効果ガス排出量削減目標と削減に向けた取り組み  P65

● パートナー企業との温室効果ガス排出量削減活動の実践  P66

● 脱炭素経済への移行計画を策定  P68

● TCFD提言に基づく情報開示  P69

● 生物多様性への取り組み  P67

● 環境パフォーマンスデータ  P116

● 能力・スキルを高める、活かす「事業戦略と人材ポートフォリオ」  P73

● 能力・スキルを適切に評価し、成果に報いる「処遇・報酬制度」  P76

● 価値創出につなげる「Well-Being経営」  P77

● 多様性を尊重し活かす「ダイバーシティ＆インクルージョン」  P79

● 人材関連データ  P113

● パートナー企業との連携を通じた品質・生産性の向上、健康経営導入の推進、契約業務効率化、情報
セキュリティ・コンプライアンスの徹底、ワーク・エンゲージメント、ニアショア・オフショアの推進

 P83

● 「SCSKグループサプライチェーンサステナビリティ推進ガイドライン」の共有、人権尊重および温
室効果ガス排出量削減に向けた取り組みの推進

 P84

● サステナビリティ経営を実践するためのコーポレート・ガバナンス体制  P89

● 役員報酬制度（報酬の基本方針、業績連動報酬の方針および指標）  P93

● コンプライアンス遵守に向けた体制と取り組み  P98

● 情報セキュリティ高度化に向けた取り組み、セキュリティインシデントへの対応  P99

● リスクマネジメント基本方針と具体的なリスク対策  P101

豊かな未来社会の
創造

安心・安全な社会
の提供

いきいきと活躍
できる社会の実現

地球環境への貢献

多様な
プロフェッショナル

の活躍

健全な
バリューチェーン

の確立

透明性の高い
ガバナンスの実践

web010_0311187892409.indd   20web010_0311187892409.indd   20 2024/09/19   21:10:582024/09/19   21:10:58



SCSK 統合報告書202421

価値創造ストーリー

SCSKのサステナビリティ経営

マテリアリティ策定プロセス

▶	社会価値創造視点、経営基盤視点での議論
「社会価値創造の視点」、「経営基盤の視点」で社会課題の洗い出しを実施。

▶	マテリアリティ案の作成
「経営」と「ステークホルダー」の双方にとっての重要度を考慮したマテリアリティを作成。

▶	ステークホルダーダイアログ
ステークホルダーの意見をヒアリング（社員アンケート、社外有識者など）。

▶	マテリアリティ策定
経営会議／取締役会にて決議された後にマテリアリティを策定。

▶	マトリクスにマッピング
STEP1で抽出された社会課題を対象に、
「社会価値創造視点」、「経営基盤視点」
に分けてそれぞれ議論を行い、重要度
を評価。

長期的な視点で社会課題を自社にとっての
重要度、ステークホルダーにとっての重要
度で評価し、マテリアリティ・マトリクスに
マッピング。

集約テーマ マテリアリティ

社
会
価
値
創
造

社会変革 豊かな未来社会の創造

安心・安全
社会インフラ 安心・安全な社会の提供

海外・地方発展
働き方・活躍

いきいきと活躍できる
社会の実現

経
営
基
盤

環境 地球環境への貢献

人材
多様なプロフェッショナル
の活躍

バリューチェーン
健全なバリューチェーン
の確立

ガバナンス
透明性の高いガバナンス
の実践

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

（
社
会
の
持
続
可
能
性
）

マテリアリティ
（重要課題）

自社にとっての重要度

高

高

マテリアリティ・マトリクス

社会価値創造

経営基盤

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

（
社
会
の
持
続
可
能
性
）

マテリアリティ
（重要課題）

自社にとっての重要度

高

高

重
要
度

高

低

重
要
度

高

低

STEP

3

STEP

2

STEP

1

STEP

4

STEP

5

社会価値創造の視点
「事業を通じた社会課題解決により、持続的な成長を実現する」観点から、 取り組むべき社会課題を抽出。
（お客様との共創、社会との共創視点）

経営基盤の視点
「事業が環境・社会に与えるマイナスの影響を抑制する」観点から、考慮すべき社会課題を抽出。
（ISO26000、SASB、GRI、ESG、SDGs）
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価値創造を実現する戦略トップメッセージ 価値創造を支える基盤価値創造ストーリー データセクション

サステナビリティ経営の推進

SCSKグループの成長戦略であるサステナビリティ経営の推進

に関わる全社的課題、取り組むべき施策の確認や検討のため、代

表取締役 執行役員 社長の諮問機関としてサステナビリティ推進

委員会を設置しています。

サステナビリティ推進委員会は、分掌役員を委員長とし、第一

部会と第二部会から構成されています。第一部会は、委員長が部

会長を兼任し、部会委員はグループコーポレートの分掌役員で構

成されており、サステナビリティ経営の実践に向けて、経営的な

観点から中長期的に取り組むべき課題について議論・検討を行っ

ています。

第二部会は、サステナビリティ経営の理解浸透・文化醸成を目

的とした取り組みを検討する部会と位置付け、部会長を事業グ

ループの執行役員が担当し、部会委員は、各事業グループおよび

各グループコーポレートの役職員から選出しています。

サステナビリティに関するガバナンス体制

サステナビリティ推進委員会での検討内容は、定期的に経営会

議に報告され、全社的な経営に係る観点でさらなる議論を行った

後、サステナビリティ推進委員会から取締役会へ報告を行い、適

切に監督される体制を整えています。

サステナビリティ経営の推進およびガバナンス体制

【2024年3月期の取締役会での主な報告事項】

● サステナビリティ経営推進体制とサステナビリティ推進
委員会の活動報告

● 人権方針と人権デュー・ディリジェンスの取り組み、人
権に関する課題と対応に関する報告

● 英国現代奴隷法に係る声明の年次公表への対応報告

● 温室効果ガス排出量の算定と前期比較分析の結果、環境
に関する課題と対応に関する報告

● 社会貢献活動の概要と活動報告

取締役会
取締役11名で構成（議長 : 取締役会長）

監督 報告

報告

経営会議

代表取締役 執行役員 社長
および執行役員で構成

サステナビリティ推進委員会
委員長: 分掌役員

第一部会
グループコーポレートの分掌役員で構成

業務執行

第二部会
各事業グループ、グループコーポレートから

部会長が指名した部会委員で構成

代表取締役 執行役員 社長

サステナビリティに関するガバナンス体制

取締役会（2回）
サステナビリティに関する重要事項および経営会議での議論内容につい
て、定期的にサステナビリティ推進委員会からの報告を受け、監督を行う

経営会議（8回）
サステナビリティに関する重要事項など、定期的にサステナビリティ委
員会からの報告を受け、全社的な経営に係る施策について議論を行う

サステナビリティ
推進委員会

第一部会
（4回）

サステナビリティに関する全社的な課題、取り組み施策の検討や確認を
行う。検討した結果は、定期的に経営会議・取締役会へ報告を行う

第二部会
（9回）

サステナビリティ経営、マテリアリティに関するSCSKグループの理解浸
透・文化醸成に必要となる事項の議論や検討を行う

サステナビリティに関する各会議体の役割と実施状況
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価値創造ストーリー

SCSKのサステナビリティ経営

サステナビリティ推進委員会の活動内容

【2024年3月期の第一部会での主な検討テーマ】

● サステナビリティに関する国際的な情報開示基準および
有価証券報告書での非財務情報の開示拡充に向けた確認

● サプライチェーンサステナビリティ推進ガイドラインの策
定とパートナー/仕入先企業への賛同依頼に関する確認

● 人権デュー・ディリジェンスと人権尊重に向けた各種取
り組み施策の実施状況の確認

● 英国現代奴隷法に係る声明公表に向けた対応の確認

● 脱炭素経済に向けた移行計画の策定と温室効果ガス排
出量の削減に係る取り組みの確認

● TNFDフォーラムへの参画およびTNFD情報開示基準に
関する確認

【2024年3月期の第二部会での主な実施事項】

● サステナビリティ経営/マテリアリティの理解と自分事化
に向けたインプットとワークショップ

● 自組織への浸透に向けた課題の確認と効果的な浸透施
策の議論や検討

● 理解浸透に向けた課題と取り組みにおける部会委員と会
長/社長とのディスカッション

現代の社会は気候変動、資源や食料の枯渇、自然災害など多くの社会課題を抱

えています。特に最近は大量生産、大量消費、大量廃棄などに起因する自然破壊に

よる気候の変化は激しく、肌で感じるようになりました。急激な気候の変化は資

源や食料の枯渇や自然災害につながっており、未来へつなぐために環境問題への

取り組みは待ったなしの状態になっています。

共創ITカンパニーを目指す当社としてはこれらの社会課題と向き合い、IT技術

の活用により社会課題を解決し、新たな価値を創造することで成長していくべき

だと考えております。ITは効率化、省力化、生産性向上に関する課題解決の武器と

なるだけでなく、新たな仕組みやイノベーションにつながります。従来のシステ

ム構築力に加え、最近の生成AIなどのデジタル技術を最大限活用して社会に貢献

し、事業の拡大につなげていくべきだと考えており、取締役会を通じてサポートし

てまいります。また、サステナビリティについて、取締役会や監査等委員会などで

定期的に議論を行い、意見交換をしております。

環境、人権、社会貢献活動のいずれをとってもトップランナーを目指し、お客様

や社会との共創を実現することでSCSKらしい価値創造へとつながるよう支援し

てまいります。
社外取締役（監査等委員）  松石 秀隆

サステナビリティ推進委員会 第一部会

第一部会では、国際的なサステナビリティに関する動向などの

情報収集を行うと共に、SCSKグループが優先的に取り組む課題

であるマテリアリティに関する施策の実施状況や不足事項を確

認し、中長期的な視点で取り組むべき課題について議論し、施策

の検討を行います。

サステナビリティ推進委員会 第二部会

第二部会では、まずは、選出された部会委員自身が、勉強会や

ディスカッションを通じてサステナビリティについての理解を深

めた上で、SCSKグループの成長戦略としてのサステナビリティ

経営を1人でも多くの役職員が理解/実践できるように各種施策

を検討し、推進活動を行っています。また、部会委員には自らがエ

バンジェリストとなることも期待した活動を行っています。

社外取締役メッセージ
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サステナビリティ推進委員会 第二部会では、各事業グ

ループから選出された部会委員で構成され、サステナビリ

ティ経営・マテリアリティの理解浸透、文化醸成に向けた

施策の検討を行うとともに、エバンジェリストとして自組

織への浸透活動を推進しています。部会委員は浸透に向

けて必要となるサステナビリティに関する外部環境の変

化や、SCSKグループのサステナビリティに関する取り組

みなどの基礎知識を学ぶだけでなく、自身が関わっている

事業を通じた社会課題解決についての意見交換や、顧客の

サステナビリティに関する取り組みを調査し発表するワー

クショップを行いました。

SCSKグループの成長戦略としての
サステナビリティ経営・マテリアリティの理解浸透、文化醸成に向けた取り組み

ビジネスデザイングループでは、グループ内の議論を通

して、社会・会社・個人がサステナブルに成長し続けるこ

とがサステナビリティ経営の本質との考えに至りました。

サステナビリティ経営の理解浸透に向けた取り組みとし

て、「マイマテリアリティ（自身の生きる目的や存在意義）」

を明確にし、マイマテリアリティと業務との社会的意義の

重なりを見出すワークショップを実施しました。ワークショ

ップにより仕事への使命感が向上するだけでなく、多様な

価値観に触れることで社員間の相互理解が深まりました。

自分の仕事に対して「使命感」や「働きがい」を意識し、自

分事としてサステナビリティ経営を推進しています。これ

からも継続して当活動に取り組んでいきたいと思います。

プロダクト・サービス事業グループでは、グループ内ア

ンケート、部・課レベルのサステナビリティミーティング

等の施策を行いました。当グループは複数の場所に拠点

が存在するため、各本部の実態に即した施策の実施に向け

て、本部毎にサポートメンバーとなるエバンジェリストを

選出するとともに、エバンジェリストが密に情報共有を行

える定例会などを開催しました。施策の結果、「業務とマ

テリアリティの関連性を感じる」と回答した人が施策前の

46%から84%に増加し、マテリアリティの「自分事化」を

促進することができました。

今年度も新たなサポートメンバーを加え、楽しみながら

「ビジネスに資する」活動を継続してまいります。

各部会委員による自組織での展開活動

　部会委員は第二部会の活動を通じて得た学びをもとに、各組織の状況に合わせたサステナビリティ経営・マテリアリティに

関する浸透施策の検討と実行を推進しています。自組織への浸透活動は組織内のコミュニケーションの円滑化や相互理解を

深めることにもつながっています。

Topic

第二部会の活動を通じた各部会委員のコメント

● サステナビリティ経営・マテリアリティの理解を深め自分事化するためには、知識をインプットするだけではなく、自組
織の事業と社会課題との関わりを考え、自組織の事業が創造する価値についての理解を深めることが重要だと学んだ。

● 社員全体に対するサステナビリティ全般に関する理解の底上げを図るだけでなく、新規事業の提案や既存事業の変革
を実行する人を増やしていくことが重要だと感じた。

ビジネスデザイングループ
CXセンター 
企画・推進部 第二課

嶋屋 雄太

プロダクト・サービス事業グループ
ネットワークセキュリティ事業本部 
事業推進部 事業企画課

澤田 華乃
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価値創造ストーリー

グランドデザイン2030

SCSKグループは、経営理念を実践するにあたり、社会が抱えるさまざまな課題を事業視点で評価し、社会とともに成長するために 

特に重要と捉え、優先的に取り組む課題を「マテリアリティ」として2020年に策定しました。併せて、経営理念とマテリアリティを

SCSKグループの存在意義とした上で、中長期の目指す姿として「グランドデザイン2030」を策定しました。グランドデザイン2030では、

お客様やパートナーとともに社会課題の解決に貢献するビジネスを創り出すことによって、「2030年 共創ITカンパニー」の実現を目指

しています。

目指す姿の実現に向けて、SCSKグループの本質的な企業力を向上するべく、経済価値と社会価値、人的資本価値等の非財務要素を包

含した企業価値である“総合的企業価値”の飛躍的な向上を図るとともに、従来とは非連続な価値創出を前提に社会課題の解決をリード

する一流の会社を目指すことを意図する「売上高1兆円への挑戦」を掲げ、具体的な実現へのステップである中期経営計画に取り組んで

います。

SCSKグループの人的資本力の向上をもって、
お客様やパートナー、社会との共創を推進し、

各種課題に対し、価値提供し続ける企業グループへ

● 人材力・技術力を高度化し、 
 お客様のパートナーとして 
 デジタル化・事業変革に貢献
● 収益力を高度化し、持続的成長に

向けた将来への投資余力・成長
余力を創出

●  お客様との取引・共創により 
得た知財・知見を活かし、 
マーケット全体の課題解決に 
貢献

● コア事業の知見を起点に、社会
課題解決をリードする『次世代
デジタル事業』の創出に挑戦

2030年
共創ITカンパニー

～ITの、つぎの、幸せへ。～

総合的企業価値の飛躍的向上
売上高１兆円への挑戦

経営理念

経営理念の実践
マテリアリティ

目指す姿
グランドデザイン

2030 

中期経営計画

「2030年 共創ITカンパニー」に向けた経営方針

1 2 3
コア事業の高度化・拡大 お客様のビジネス成長への貢献 社会への新たな価値創出
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2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2031/3

総合的企業価値の
飛躍的向上

Toward2030

売上高1兆円への挑戦

3,968億円 4,141億円
4,459億円

4,803億円

第一期
中期経営計画
（FY2020-FY2022）

第二期
中期経営計画
（FY2023-FY2025）

5,100億円
（予想）

2030年に向けたタイムライン

お客様のビジネス
成長への貢献

社会への新たな価値創出

人的資本（人材力・技術力）の価値向上

SCSK
グループ

特色

強み

成長
ドライバー

コア事業の
高度化・拡大

社会との
共創

顧客との
共創

個客課題 マーケット課題 社会課題

2030年 共創ITカンパニー  ～ITの、つぎの、幸せへ。～

● 2020年4月　グランドデザイン2030策定
● 2024年7月　SCSKグループ技術戦略「技術ビジョン2030」策定

事業を通じた価値創造

社会との共創
 P61／共創事例

顧客との共創
 P59／共創事例

エンジニアリング力

あらゆる業種に渡る
8,000社の顧客層

ITサービスからBPOに至る
フルラインアップ

サービス品質 業務知見

 P27／技術ビジョン2030
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価値創造ストーリー

技術ビジョン2030

SCSKでは、「デジタルオファリング集団への変革」を目指し技術ビ

ジョン2030を定めています。この変革を実現するためには『先進デジ

タル技術』に加え、オファリングの要である『技術知財』とSCSKグルー

プの目指す姿である共創ITカンパニーにつながる『技術共創』の3つの

要素が不可欠です。

具体的には、先進デジタル技術の利用価値を企業･社会で実体験で

きるよう、これらを当社グループの製品やサービスに組み込み、ソリ

ューションとして市場に提供していくことに加えて、そこで得られた知

見･ノウハウを知財化し、さらなる活用を進める価値循環を行っていき

ます。また、多様なステークホルダーとの共創にも取り組み、お客様や

社会の課題に対応する新たなソリューションの開発･展開を進めます。

このような取り組みを着実に進めるために、高度デジタル人材の一

層の強化･拡充を進め人的資本の強化を図ると共に、協業パートナー

等の開拓や関係強化も行い、デジタルビジネスにおけるケイパビリテ

ィを向上させていきます。 

技術ビジョン2030「デジタルオファリング集団への変革」

SCSKは、目指す姿である共創ITカンパニーの実現に向けた取り組みを加速するために、

SCSKグループ技術戦略「技術ビジョン2030」を策定、2024年7月に公開しました。

近年のデジタル技術の急速な進化・拡大により、企業や社会を取り巻く環境は変容し、企業活

動や社会生活におけるデジタル技術の活用が不可欠な時代になっています。SCSKは、当技術ビ

ジョン2030の取り組みにより、先進デジタル技術の最大活用による高付加価値･高生産性の実

現、社会課題･トレンドへの対応を進めていきます。

技術ビジョン2030 ： GOALS

デジタルオファリング事業比率
70%以上の実現

AI駆動型開発の100%適用
高度デジタル人材
10,000人への拡充

先進デジタル技術
＋

技術知財の活用

 P39／技術戦略本部長メッセージ
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注力デジタル技術として設定した6つの領域の中でも、近年急

激に進化･普及した多様な「AI/データ活用」技術の最大活用を重

点に置き、他のデジタル技術とも組み合わせたソリューションの

実現を進めます。「UXデザイン」は、事業やサービスの戦略･企画

構想段階から適用し、その利用価値を早い段階から明確化するこ

とにより付加価値向上につなげる取り組みを進めます。そのサー

ビス実現には、時機を逸せず 迅速かつ柔軟なアプリケーション

サービスを開発できる「クラウドネイティブ」技術の活用もポイ

ントになります。

「生産技術」領域ではAI駆動型開発の実現に取り組んでいま

す。これにより、生産性向上によるデリバリーのスピードアップ

を図り、お客様のビジネスにおける迅速なITサービスの展開に貢

献するとともに 、開発者エクスペリエンスの向上にも努めます。

また、高度化･巧妙化が進み世界的な課題となっているサイ

バー攻撃に対応するため、「サイバーセキュリティ」領域の先端技

術の獲得･ソリューション化を推進し、お客様や社会の安心・安全

の実現に取り組みます。

市場ではバーチャル技術や量子技術などの次なる技術の浸透

が始まっています。SCSKは、技術投資をさらに強化するとともに、

オープンイノベーションによる共創を推進することにより社会や

ビジネスへの先駆的な技術の導入を進めます。

注力デジタル技術領域

デジタル技術により急速に変化する市場ニーズや多様化する社会課

題に対応するため、高度デジタル人材の採用･育成をさらに強化します。

また、専門性高度化の施策を一層進めデジタル技術領域のスキル向上

を推進すると共に、デジタルCoEに任命した社内有識者からの知見･ノ

ウハウの共有により事業推進や実践的人材育成も進めます。

一方で、デジタル領域における協業･提携パートナーの開拓･拡大にも

取り組み、これらにより、お客様のビジネス戦略検討から深く関わり、デ

ジタル技術を活用し新しい価値を生み出せる体制を強化･拡充していき

ます。

デジタルケイパビリティの向上 高度デジタル人材業務
エキスパート

AIエンジニアビジネス
アーキテクト

セキュリティ
エンジニアUXデザイナー

先進技術
エンジニア

データ
サイエンティスト

フルスタック
エンジニア

先進デジタル
技術領域での協業

（M&A パートナリング）

高度デジタル
人材の採用

先進デジタル
技術領域での
人材育成強化

AI/データ
活用

先端技術UX
デザイン

●量子コンピューティング

●デジタルツイン

●メタバース

●Blockchain

●大規模言語モデル(LLM)

生産技術

サイバー
セキュリティ

クラウド
ネイティブ

技術ビジョン2030の詳細はこちらからご確認ください
https://www.scsk.jp/sp/technology_strategy/index.html
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